昭和一六年・文学者が書く蘭印 : 高見順『蘭印の印象』・『諸民族』 by 松本 和也 & マツモト カツヤ
昭
和
一
六
年
・
文
学
者
が
書
く
蘭
印
―
―
高
見
順
『
蘭
印
の
印
象
』・『
諸
民
族
』
松
本
和
也
Ⅰ
昭
和
一
五
年
一
二
月
、
長
女
・
由
起
子
を
病
気
で
失
っ
た
高
見
順
は
、
翌
昭
和
一
六
年
、
公
私
と
も
に
激
動
の
一
年
を
迎
え
る
。
年
譜
「
一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
年
）
三
十
四
歳
」
の
項
に
は
、
次
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
一
月
、
三
雲
祥
之
助
と
ジ
ャ
ワ
お
よ
び
バ
リ
島
に
発
つ
。
当
時
、
外
務
省
に
い
た
異
母
兄
、
坂
本
瑞
男
の
尽
力
が
あ
っ
た
と
い
う
。
五
月
中
旬
、
帰
国
。
旅
の
は
じ
め
よ
り
日
記
を
書
き
つ
づ
け
る
。「
文
学
非
力
説
」
を
発
表
し
、
物
議
を
か
も
す
。
こ
の
年
の
秋
、
は
じ
め
て
の
書
き
下
し
『
あ
る
晴
れ
た
日
に
』
を
書
く
。
創
作
用
ノ
ー
ト
の
余
白
に
ひ
そ
か
に
詩
を
書
く
（「
三
十
五
歳
の
詩
人
」）。
徴
用
令
に
よ
り
陸
軍
報
道
班
員
と
し
て
ビ
ル
マ
派
遣
軍
に
配
属
さ
れ
、
十
二
月
八
日
、
香
港
沖
の
洋
上
で
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
を
知
ら
さ
れ（
１
）る。
本
稿
の
問
題
関
心
か
ら
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
文
学
者
の
南
方
体
験
で
あ
る
。
し
か
も
、
高
見
は
太
平
洋
戦
争
開
戦
を
ま
た
い
で
南
方
に
二
度
渡
り
、
蘭
領
東
印
度
（
以
下
、
蘭
印
）・
ビ
ル
マ
双
方
に
つ
い
て
多
く
の
文
章
を
書
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
高
見
の
文
学
者
と
し
て
の
言
動
は
、
そ
れ
に
対
す
る
反
応
も
含
め
、
太
平
洋
戦
争
前
後
に
お
け
る
文
学
者
の
あ
り
方
や
南
方
認
識－
表
象
に
関
わ
っ
て
重
要
な
意
義
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
昭
和
一
六
年
の
蘭
印
行
の
旅
程
は
、
次
に
引
く
高
見
順
「
あ
と
が
き
」
（『
蘭
印
の
印
象
』
改
造
社
、
昭
１６
）
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
十
六
年
一
月
二
十
七
日
ジ
ヨ
ホ
ー
ル
丸
に
て
神
戸
発
。
／
二
月
四
日
パ
ラ
オ
寄
港
。
八
日
セ
レ
ベ
ス
・
メ
ナ
ド
寄
港
。
十
一
日
マ
カ
ッ
サ
ル
寄
港
。
／
二
月
十
三
日
ジ
ヤ
バ
・
ス
ラ
バ
ヤ
着
。
上
陸
。
三
月
五
日
ま
で
、
ス
ラ
バ
ヤ
に
滞
在
。
／
三
月
六
日
ス
ラ
バ
ヤ
発
、
汽
車
に
て
バ
ン
ニ
ヨ
ワ
ン
ギ
へ
、
バ
ン
ニ
ヨ
ワ
ン
ギ
よ
り
連
絡
船
に
て
バ
リ
ー
島
へ
渡
る
。
三
月
三
十
日
ま
で
バ
リ
ー
島
に
滞
留
。
／
三
月
三
十
一
日
ス
ラ
バ
ヤ
に
帰
る
。
四
月
四
日
ま
で
滞
在
。
／
四
月
五
日
汽
車
に
て
バ
タ
ビ
ヤ
に
行
く
。
／
四
月
九
日
バ
ン
ド
ン
行
。
十
日
ガ
ロ
ー
行
。
十
一
日
チ
エ
リ
ボ
ン
行
。
十
二
日
ジ
ヨ
ク
ジ
ヤ
行
。
／
四
月
十
三
日
ソ
ロ
行
。
十
四
日
ス
ラ
バ
ヤ
に
帰
る
。
／
四
月
十
五
日
ス
マ
ラ
ン
丸
に
乗
船
。
／
四
月
十
七
日
マ
カ
ッ
サ
ル
寄
港
。
二
十
一
日
北
ボ
ル
ネ
オ
・
サ
ン
ダ
カ
ン
寄
港
。
二
十
九
日
厦
門
寄
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港
。
／
四
月
三
十
日
台
湾
高
雄
寄
港
。
上
陸
。
五
月
二
日
基
隆
に
て
再
び
乗
船
。
／
五
月
六
日
神
戸
入
港
。（
３０８
〜
３０９
頁
）
こ
の
蘭
印
行
に
関
わ
る
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
蘭
印
な
の
か
、
当
時
大
き
な
議
論
を
呼
ん
だ
高
見
「
文
学
非
力
説
」
（『
新
潮
』
昭
１６
・
７
）
に
端
を
発
す
る
文
学
非
力
説
論
争
、
蘭
印
体
験
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
初
の
書
き
下
ろ
し
『
あ
る
晴
れ
た
日
に
』（
河
出
書
房
、
昭
１６
）
な
ど
の
諸
問
題
が
検
討
さ
れ
て
き（
２
）た。
他
方
、
蘭
印
旅
行
中
か
ら
帰
国
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ
後
間
も
な
い
時
期
に
矢
継
ぎ
早
に
発
表
さ
れ
た
報
告
文
学
や
短
編
小
説
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
現
地
報
告
『
蘭
印
の
印
象
』（
改
造
社
、
昭
１６
）
と
短
編
集
『
諸
民
族
』（
新
潮
社
、
昭
１７
）
を
検
討
対
象
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
表
現－
受
容
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
視
座
か
ら
分
析－
考
察
を
行
う
。
Ⅱ
先
行
研
究
で
、《
高
見
が
蘭
印
へ
行
っ
て
い
た
の
は
、
昭
和
一
六
年
一
月
下
旬
か
ら
五
月
初
旬
ま
で
だ
が
、
蘭
印
と
日
本
の
間
で
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
た
、
ま
さ
に
「
一
触
即
発
」
の
形
勢
に
あ
っ
た
時（
３
）期》
だ
と
指
摘
さ
れ
た
通
り
、
板
垣
與
一
・
平
貞
蔵
・
山
田
文
雄
「
南
方
圏
の
現
実
」（『
改
造
〔
時
局
版
１９
〕』
昭
１６
・
６
）
を
参
照
す
れ
ば
、
板
垣
に
《
蘭
印
に
船
が
段
々
近
づ
い
て
行
つ
て
、
何
よ
り
も
先
づ
旅
行
者
に
ハ
ツ
キ
リ
映
じ
て
来
る
も
の
は
、
蘭
印
が
今
戦
時
状
態
に
在
る
―
―
と
い
ふ
こ
と
》（
２８１
頁
）
だ
と
い
う
発
言
が
あ
る
。
日
本
の
南
進
論
に
つ
い
て
は
、
後
藤
乾
一
に
次
の
指
摘
が
あ
る
。
南
方
は
豊
か
だ
が
未
開
拓
で
あ
り
、
か
つ
欧
米
列
強
の
支
配
下
に
呻
吟
し
て
い
る
と
い
う
現
状
認
識
と
、
そ
の
地
域
を
開
発
し
、
か
つ
彼
ら
を
救
済
す
る
こ
と
こ
そ
盟
主
日
本
の
使
命
で
あ
る
、
と
い
う
責
任
負
担
論
は
、
一
九
三
○
年
代
か
ら
四
○
年
代
前
半
の
日
本
の
南
方
観
の
一
大
特
徴
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
約
言
す
る
な
ら
ば
、「
ア
ジ
ア
主
義
」
的
盟
主
論
と
「
資
源
開
発
」
論
の
独
善
的
結
合
で
あ
る
と
い
え
よ（
４
）う。
こ
う
し
た
概
括
を
裏
づ
け
る
言
表
は
、
容
易
に
見
出
せ
る
。
一
例
と
し
て
無
署
名
「
蘭
印
点
描
」（『
警
防
』
昭
１６
・
６
）
を
、
次
に
引
い
て
お
く
。
資
源
的
に
言
つ
て
も
、
蘭
印
が
世
界
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
は
言
は
ず
も
が
な
、
数
字
を
挙
げ
て
列
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
あ
の
小
国
和
蘭
を
欧
洲
の
富
国
に
さ
せ
た
台
所
で
あ
り
、
そ
の
資
源
ゆ
へ
に
英
米
が
日
本
の
南
進
を
拒
否
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
わ
け
で
、
重
要
資
源
た
る
石
油
、
石
炭
、
金
、
銅
、
錫
、
木
材
、
米
、
棉
、
護
謨
等
よ
り
、
そ
の
他
生
活
必
需
品
を
数
へ
る
な
ら
ば
世
界
に
無
い
も
の
が
あ
る
と
い
ふ
種
類
に
於
い
て
も
豊
富
で
あ
り
、
水
産
に
至
つ
て
も
四
面
環
海
、
我
々
の
好
物
で
あ
る
鮪
、
鰹
等
も
近
頃
で
は
日
本
近
海
よ
り
南
方
海
面
こ
そ
有
望
と
な
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
す
ら
蘭
印
か
ら
は
採
れ
る
ほ
ど
だ
。
栽
培
方
面
を
み
て
も
、
米
作
は
年
二
三
回
穫
れ
る
し
、
胡
椒
タ
ピ
オ
カ
、
砂
糖
椰
子
、
パ
イ
ン
ア
ツ
プ
ル
バ
ナ
ヽ
、
茶
或
は
筍
の
如
き
蕨
が
一
年
に
六
回
も
と
れ
る
。
そ
の
地
味
の
肥
え
た
点
は
熱
帯
地
特
有
の
肥
料
無
し
で
年
何
回
と
な
く
作
物
を
育
て
る
。
近
時
は
邦
人
の
農
園
で
柑
橘
類
も
栽
培
さ
れ
て
ゐ
る
。（
６８
頁
）
こ
う
し
た
蘭
印
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
る
外
交
交
渉
に
つ
い
て
は
、
和
田
敏
明
「
蘭
印
交
渉
の
前
途
」（『
改
造
』
昭
１５
・
１２
）
が
日
本
の
立
場
を
示
し
て
い
る
。
蘭
印
交
渉
を
《
高
度
工
業
国
と
し
て
の
わ
が
国
と
天
然
資
源
豊
か
な
蘭
印
と
の
有
無
相
通
、
共
存
共
栄
の
関
係
を
規
整
す
る
通
商
交
渉
》
だ
と
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位
置
づ
け
る
和
田
は
、
そ
れ
を
《
世
界
政
治
的
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
名
で
呼
ば
れ
る
地
域
的
協
同
体
制
建
設
の
第
一
歩
》
と
捉
え
て
は
《
政
治
的
意
義
》（
４６
頁
）
を
強
調
し
、
次
の
主
張
を
展
開
し
て
い
く
。
蘭
印
地
方
は
由
来
、
濠
亜
の
地
中
海
と
も
、
東
亜
の
バ
ル
カ
ン
と
も
い
は
れ
、
列
強
の
利
害
関
係
が
錯
綜
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
の
発
火
点
は
正
に
こ
の
地
方
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
蘭
印
当
局
が
徒
ら
に
英
米
の
支
援
を
頼
ん
で
、
わ
が
大
東
亜
建
設
の
民
族
的
使
命
の
達
成
を
妨
碍
す
る
の
態
度
が
、
如
何
な
る
結
果
を
招
来
す
べ
き
や
を
再
省
す
べ
き
で
あ
ら
う
。（
５１
頁
）
ま
た
、《
南
方
諸
民
族
は
彼
等
の
支
配
者
で
あ
る
仏
蘭
英
勢
力
の
喪
失
を
契
機
と
し
て
白
人
帝
国
主
義
の
桎
梏
よ
り
離
脱
し
ア
ジ
ヤ
人
と
し
て
の
本
然
の
自
由
を
復
せ
む
と
し
て
凡
ゆ
る
困
難
と
戦
ひ
つ
ゝ
真
の
独
立
獲
得
の
闘
争
を
展
開
し
て
ゐ
る
》
と
指
摘
す
る
「
支
那
及
び
南
方
民
族
の
解
放
」（『
現
地
報
告
』
昭
１６
・
５
）
の
稲
嶺
光
南
は
、《
ア
ジ
ヤ
の
解
放
を
念
願
と
す
る
日
本
が
ア
ジ
ヤ
の
同
胞
た
る
彼
等
の
苦
吟
を
諒
察
し
身
を
以
つ
て
こ
れ
が
解
法
に
邁
進
す
る
な
ら
ば
南
方
一
億
の
大
衆
は
欣
然
と
し
て
日
本
と
協
力
し
て
相
共
に
東
亜
共
栄
圏
の
建
設
に
身
活
躍
す
る
で
あ
ら
う
》（
３０
〜
３１
頁
）
と
言
表
し
て
お
り
、
共
栄
圏
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
も
提
示
さ
れ
て
い
く
。
以
上
を
ふ
ま
え
、
本
節
で
は
高
見
順
『
蘭
印
の
印
象
』（
改
造
社
、
昭
１６
）
を
検
討
す
る
。『
蘭
印
の
印
象
』
は
、
蘭
印
旅
行
を
振
り
返
っ
た
「
蘭
印
の
印
象
」
を
冒
頭
に
、
そ
の
体
験
か
ら
日
本
文
化
・
文
学
の
あ
り
方
を
考
察
し
た
「
蘭
印
か
ら
帰
つ
て
」（
一
、
文
化
の
儚
さ
／
二
、
文
学
非
力
説
）
を
結
末
に
配
置
し
、
そ
の
間
に
印
象
記
や
日
記
な
ど
（
蘭
印
点
描
（
一
）
／
蘭
印
点
描
（
二
）
／
土
民
の
女
／
旅
日
記
）
を
嵌
入
し
た
構
成
を
採
る
。
ま
た
、
書
物
の
装
幀
・
挿
絵
二
〇
点
は
、
同
行
し
た
画
家
の
三
雲
祥
之
助
に
よ
る
。
こ
こ
で
は
、
同
書
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
目
さ
れ
る
「
蘭
印
の
印
象
」（
初
出
『
改
造
』
昭
１６
・
６
）
を
検
討
し
て
い
く
。
同
文
で
は
、
冒
頭
か
ら
次
の
よ
う
に
「
南
洋
の
土
人
」・「
土
民
」
の
表
象
が
問
題
化
さ
れ
て
い
く
。
南
洋
の
土
人
と
い
ふ
と
、
蘭
印
へ
行
く
前
に
は
、
真
黒
な
野
蛮
な
土
人
が
椰
子
の
下
で
裸
か
で
は
だ
し
で
踊
り
で
も
踊
つ
て
ゐ
る
や
う
に
愚
か
し
く
も
想
像
し
て
ゐ
た
も
の
だ
が
、
い
ま
帰
り
の
船
の
な
か
で
、
和
蘭
治
下
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
土
民
の
姿
を
思
ひ
浮
べ
て
み
る
の
に
、
一
番
強
く
鮮
や
か
に
来
る
の
は
、ジ
ヨ
ン
ゴ
ス
と
し
て
の
土
民
の
姿
で
あ
る
。
D
jongos
―
―
馬
来
語
で
、
ボ
ー
イ
、
下
男
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
何
か
蘭
印
土
民
の
代
表
的
な
象
徴
的
な
姿
の
や
う
に
さ
へ
思
へ
る
の
で
あ
る
。（
高
見
テ
ク
ス
ト
の
引
用
は
初
出
に
よ
る
、
以
下
同
／
１７８
頁
）
「
じ
ツ
と
し
て
ゐ
て
も
汗
が
ジ
リ
ジ
リ
出
て
く
る
暑
さ
の
な
か
で
、
ジ
ヨ
ン
ゴ
ス
は
詰
襟
の
洋
服
を
着
て
ゐ
る
」
と
書
く
高
見
は
、「
お
し
き
せ
を
着
る
こ
と
を
、
土
民
は
好
ん
で
ゐ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
」
と
い
う
観
察
を
示
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
私
た
ち
」（
日
本
人
）
の
考
え
と
は
異
な
り
、「
ボ
ー
イ
と
い
ふ
の
は
土
民
に
と
つ
て
さ
う
悪
く
は
な
い
職
業
」
で
あ
り
、「
高
級
と
は
言
へ
な
く
て
も
決
し
て
下
級
で
は
な
い
職
業
」
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
る
。
さ
ら
に
高
見
は
、「
和
蘭
人
は
、
一
体
に
西
洋
人
は
、
そ
の
使
用
人
に
お
し
き
せ
を
着
せ
る
こ
と
を
大
変
に
好
ん
で
ゐ
る
」、「
小
な
り
と
い
へ
ど
も
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
も
己
れ
の
勢
威
を
示
し
た
い
、
そ
し
て
一
種
の
権
勢
欲
を
満
足
さ
せ
た
い
と
い
ふ
気
持
」（
１７８
〜
１７９
頁
）
な
の
だ
と
み
る
。
こ
こ
で
高
見
が
示
し
た
認
識
は
、
日
本
人
の
立
場
か
ら
、
和
蘭
人
（
西
洋
人
）
に
支
配
さ
れ
て
い
る
土
民
の
あ
り
方
を
、
つ
ま
り
は
支
配－
被
支
配
関
係
を
含
み
こ
ん
だ
縮
図
と
し
て
、「
ジ
ヨ
ン
ゴ
ス
と
し
て
の
土
民
」
を
象
徴
だ
と
位
置
づ
け
て
い
る
の
だ
。
そ
う
し
た
「
土
民
」（
の
態
度
）
に
ふ
れ
て
、「
軽
蔑
し
た
く
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な
い
」、「
悲
し
く
肚
立
た
し
く
、
な
ん
と
も
や
り
き
れ
な
い
」（
１７９
頁
）
と
感
じ
た
高
見
は
、
次
の
よ
う
な
義
憤
に
駆
ら
れ
て
い
く
。
「
ジ
ヨ
ン
ゴ
ス
！
」
／
と
呼
ぶ
と
、
例
の
詰
襟
に
は
だ
し
の
ジ
ヨ
ン
ゴ
ス
が
、「
サ
ヤ
・
ト
ア
ン
」
と
慇
懃
に
答
へ
て
、
は
だ
し
だ
か
ら
足
音
も
な
く
猫
の
や
う
に
静
か
に
や
つ
て
く
る
。褐
色
の
顔
は
無
表
情
だ
が
、
卑
屈
な
も
の
が
全
身
に
漂
つ
て
ゐ
る
。
色
こ
そ
少
し
黒
い
が
、
日
本
人
と
よ
く
似
た
顔
や
身
体
つ
き
を
し
て
ゐ
る
。
こ
の
日
本
人
と
よ
く
似
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
を
、
誰
が
、
こ
の
や
う
な
憐
れ
な
恥
づ
べ
き
卑
屈
さ
に
落
し
た
の
で
あ
ら
う
。
な
ん
と
も
堪
ら
な
い
気
持
だ
つ
た
。〔
略
〕
同
じ
人
類
が
、
人
類
を
こ
の
や
う
な
卑
屈
な
人
間
に
人
為
的
に
変
へ
て
了
ふ
と
は
―
―
人
類
へ
の
許
し
が
た
い
罪
悪
。（
１８０
頁
）
た
だ
し
、
高
見
が
ジ
ヨ
ン
ゴ
ス
を
「
猫
」
に
喩
え
、
顔
の
「
色
」
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
」
に
つ
い
て
も
日
本
人
と
の
類
似
性
や
、
言
外
に
は
同
じ
東
洋
人
で
あ
る
ゆ
え
に
同
情
を
よ
せ
て
い
る
点
は
見
逃
せ
な
い
。（
時
代
的
な
限
界
も
あ
る
が
）
こ
の
程
度
に
は
問
題
含
み
な
高
見
の
筆
は
、「
白
人
の
支
配
者
が
現
れ
る
前
は
、
土
民
は
も
つ
と
卑
屈
に
生
き
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
、
と
白
人
は
言
ふ
」、「
同
じ
民
族
の
支
配
者
の
圧
政
か
ら
、
む
し
ろ
救
つ
た
の
だ
と
和
蘭
人
は
言
ふ
」
と
い
う
声
を
認
め
つ
つ
、「
支
配
者
の
暴
政
」
の
「
名
残
り
を
そ
の
ま
ゝ
に
し
て
お
く
さ
、
こ
れ
は
ど
う
な
る
の
だ
」（
１８０
〜
１８１
頁
）
と
、
苛
立
ち
を
隠
す
こ
と
は
な
い
。
こ
こ
で
高
見
は
、
こ
れ
ま
で
書
い
て
き
た
「
こ
の
文
章
」
に
つ
い
て
「
一
種
の
ヒ
ス
テ
リ
ー
気
味
」
だ
と
自
己
言
及
し
、
次
の
記
述
を
差
し
挟
む
。
〔
日
本
か
ら
〕
出
て
く
る
前
に
読
ん
だ
範
囲
で
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
蘭
印
に
関
す
る
も
の
に
は
い
づ
れ
も
何
か
ヒ
ス
テ
リ
ー
気
味
が
感
じ
ら
れ
、
私
は
そ
こ
で
私
だ
け
は
ひ
と
つ
「
冷
静
」
に
見
て
「
冷
静
」
な
印
象
記
で
も
書
か
う
と
思
つ
た
も
の
だ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
ざ
と
な
る
と
…
…
。
／
ヒ
ス
テ
リ
ー
と
い
ふ
言
葉
が
悪
い
の
で
、
ほ
ん
と
う
の
こ
と
を
書
か
う
と
す
る
と
、
や
は
り
か
う
し
た
調
子
に
な
る
の
が
当
然
な
の
か
も
し
れ
な
い
。（
１８２
頁
）
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
蘭
印
の
「
土
民
」
に
つ
い
て
書
い
た
自
身
の
文
章
に
つ
い
て
、
高
見
は
「
ほ
ん
と
う
の
こ
と
を
書
か
う
」
と
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
「
ヒ
ス
テ
リ
ー
気
味
」
だ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
と
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
同
文
を
読
む
こ
と
を
読
者
に
要
請
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
の
上
で
高
見
は
、和
蘭
（
の
支
配
体
制
）
に
つ
い
て
も
論
及
し
て
い
く
。
第
一
に
、交
通
規
則
の
本
が
「
多
く
は
絵
で
示
し
て
あ
る
」
事
例
に
関
し
、
ま
ず
は
「
土
民
」
が
「
殆
ん
ど
は
字
が
読
め
な
い
」
こ
と
を
ふ
ま
え
た
「
親
心
」、「
親
切
」
だ
と
評
し
た
後
に
、「
ほ
ん
と
う
の
親
切
」
と
は
「
土
民
の
無
知
蒙
昧
を
そ
の
ま
ゝ
「
尊
重
」
し
て
、
字
の
読
め
な
い
や
う
な
無
教
育
状
態
に
い
つ
ま
で
も
突
き
落
し
て
お
く
こ
と
よ
り
、
字
の
読
め
る
や
う
な
文
化
的
な
高
さ
に
土
民
の
一
般
を
高
め
る
こ
と
の
方
に
あ
る
」
と
考
え
直
す
。
さ
ら
に
、「
和
蘭
の
植
民
政
策
の
成
功
は
、
一
に
こ
の
「
親
心
」
に
拠
つ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
」（
１９１
頁
）
と
し
て
、
高
見
は
オ
ラ
ン
ダ
の
「
植
民
政
策
」
を
、
望
ま
し
く
な
い
「
親
切
」
に
よ
る
も
の
と
し
て
批
判
し
て
い
く
。
同
様
の
認
識
・
指
摘
は
、
大
宅
由
耿
・
小
島
精
一
・
齋
藤
文
也
・
下
田
文
一
・
永
田
安
吉
・
西
原
龍
夫
・
牧
悦
三
・
宮
原
武
雄
「「
南
進
国
策
の
新
展
開
」
座
談
会
」（『
文
芸
春
秋
』
昭
１５
・
８
）
に
お
け
る
、
齋
藤
の
《
私
達
は
〔
蘭
印
を
〕
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
と
は
思
つ
て
居
ら
な
い
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
搾
取
場
で
あ
る
と
考
へ
て
居
る
》、《
土
人
の
如
き
に
対
し
て
は
、
昔
の
習
慣
通
り
着
物
を
着
る
な
、
跣
足
で
歩
け
、
さ
う
し
て
ち
つ
と
も
教
育
を
与
へ
ず
、
靴
も
穿
か
せ
な
い
》（
１５０
頁
）
と
い
う
発
言
に
も
み
て
と
れ
る
。
ま
た
、
平
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野
義
太
郎
も
「
蘭
印
セ
レ
ベ
ス
島
」（『
改
造
』
昭
１６
・
８
）
で
、《
蘭
印
統
治
の
対
象
は
、
人
口
の
九
割
以
上
を
形
成
す
る
住
民
が
単
純
原
始
的
な
熱
帯
土
民
》
だ
と
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
言
表
し
て
い
る
。
「
オ
ラ
ン
ダ
東
印
度
会
社
」
は
首
狩
り
や
奴
隷
の
コ
マ
切
り
こ
そ
残
忍
だ
と
し
た
け
れ
ど
、
自
ら
の
そ
の
商
業
に
関
す
る
か
ぎ
り
は
、
最
大
の
利
益
を
搾
取
し
、
蘭
印
諸
島
の
莫
大
な
富
を
、
そ
の
株
主
と
も
い
ふ
べ
き
土
民
に
与
へ
ず
、
土
民
の
生
活
程
度
を
引
上
げ
る
こ
と
も
な
く
オ
ラ
ン
ダ
の
官
吏
・
商
人
が
財
襄
を
肥
す
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
つ
た
。
（
２１７
頁
）
し
て
み
れ
ば
、「
蘭
印
の
印
象
」
に
み
ら
れ
る
高
見
の
「
土
人
」
認
識－
表
象
や
和
蘭
の
支
配
体
制
批
判
は
、
同
時
代
言
説
に
ご
く
近
似
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
高
見
は
オ
ラ
ン
ダ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
兵
隊
の
行
進
風
景
に
即
し
て
論
及
し
て
い
く
。
先
頭
の
喇
叭
隊
に
つ
づ
く
「
兵
隊
さ
ん
」
に
つ
い
て
、「
上
官
は
大
概
背
の
ヒ
ヨ
ロ
高
い
和
蘭
人
（
土
民
の
士
官
も
あ
る
が
）、
そ
し
て
そ
の
あ
と
の
兵
士
た
ち
は
背
の
低
い
土
民
兵
、な
か
に
ま
た
和
蘭
人
、
混
血
人
な
ど
の
兵
士
の
、
頭
が
ピ
ヨ
コ
ン
と
飛
び
出
て
ゐ
る
の
も
混
つ
て
ゐ
て
、
そ
の
デ
コ
ボ
コ
は
、
な
ん
と
も
は
や
珍
無
類
の
風
景
」
だ
と
捉
え
る
高
見
は
、「
そ
の
珍
妙
さ
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
察
す
る
。
和
蘭
人
は
去
年
の
五
月
十
日
に
母
国
を
失
つ
て
、
政
府
は
英
国
に
宿
が
り
の
有
様
。
そ
れ
を
思
ふ
と
気
の
毒
で
、
神
経
過
敏
も
実
際
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
と
同
情
さ
れ
る
。
珍
妙
な
兵
隊
も
、
―
―
そ
の
珍
妙
さ
は
、
外
見
ば
か
り
の
こ
と
で
な
く
、
そ
の
内
容
と
質
の
そ
れ
で
も
あ
る
に
ち
が
ひ
な
い
が
、そ
の
珍
妙
さ
で
蘭
印
を
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
か
と
思
ふ
と
、
可
笑
し
い
と
い
ふ
よ
り
気
の
毒
で
あ
る
。（
１９４
頁
）
こ
こ
で
高
見
が
和
蘭
人
の
「
神
経
過
敏
」
に
示
し
た
「
同
情
」
は
、
ど
こ
か
蘭
印
に
つ
い
て
書
く
高
見
が
自
覚
し
た
「
ヒ
ス
テ
リ
ー
」
に
通
じ
る
。
『
蘭
印
の
印
象
』
に
関
わ
っ
て
は
、「
蘭
印
の
印
象
」（『
改
造
』
昭
１６
・
６
）
に
対
す
る
二
つ
の
同
時
代
評
が
確
認
で
き
た
。
そ
の
一
つ
は
、
次
に
引
く
無
署
名
「
改
造
」（『
三
田
文
学
』
昭
１６
・
７
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
文
字
通
り
印
象
記
で
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ
に
ま
で
高
ま
つ
て
は
ゐ
な
い
。
だ
が
、
そ
の
観
方
は
、
や
は
り
、
作
家
ら
し
く
、
蘭
印
の
オ
ラ
ン
ダ
人
達
の
美
し
い
家
と
庭
を
羨
ん
で
、
日
本
で
は
家
庭
で
の
楽
し
み
が
余
り
な
い
が
、
そ
れ
は
家
や
庭
が
貧
弱
だ
か
ら
だ
と
し
て
ゐ
る
の
は
当
つ
て
ゐ
な
く
は
な
い
。
ヒ
ス
テ
リ
ツ
ク
な
ま
で
に
、
高
見
順
は
此
処
で
オ
ラ
ン
ダ
の
遣
り
方
を
非
難
し
て
ゐ
る
の
だ
が
、
尤
も
な
こ
と
乍
ら
、
論
旨
が
浮
き
上
つ
て
了
つ
て
ゐ
る
の
は
、
底
に
一
貫
し
た
観
念
の
基
礎
が
な
い
た
め
で
あ
ら
う
。
高
見
順
も
変
つ
た
も
の
だ
と
い
ふ
感
じ
ば
か
り
が
し
た
。（
１１２
頁
）
こ
こ
で
評
者
は
、「
蘭
印
の
印
象
」
を
作
家
ら
し
い
《
印
象
記
》
と
捉
え
た
上
で
、
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
政
策
に
対
す
る
高
見
の
批
判
を
妥
当
だ
と
認
め
つ
つ
も
、《
観
念
の
基
礎
》
の
欠
如
ゆ
え
に
発
言
と
主
体
に
間
を
感
じ
と
り
、
と
も
す
る
と
時
局
便
乗
に
近
し
い
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
同
時
代
評
、
除
村
吉
太
郎
「
作
家
の
自
己
溺
愛
―
―
素
人
の
小
説
観
―
―
（
上
）」（『
読
売
新
聞
』
昭
１６
・
７
・
２６
夕
）
で
は
、《
私
が
読
ん
だ
も
の
の
う
ち
で
割
合
に
面
白
か
つ
た
の
が
高
見
順
氏
の
南
洋
紀
行
（
私
は
そ
れ
を
自
己
流
に
解
釈
し
な
が
ら
読
ん
だ
の
で
あ
る
が
）
で
あ
つ
た
と
い
ふ
事
実
は
、
最
近
の
本
学
小
説
の
無
力
の
一
つ
の
証
左
に
な
る
》（
３
面
）
と
、
同
時
代
小
説
に
比
し
た
「
蘭
印
の
印
象
」
の
《
面
白
》
さ
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、
次
に
引
く
高
見
順
『
蘭
印
の
印
象
』
刊
行
時
の
宣
伝
文
、
無
署
名
「
出
版
だ
よ
り
」（『
文
芸
』
昭
１６
・
９
）
も
参
照
し
て
お
き
た
い
。
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問
題
の
ジ
ヤ
バ
、
ス
マ
ト
ラ
、
忙
し
き
風
俗
の
島
・
バ
リ
ー
と
、
蘭
印
を
隈
な
く
遍
歴
し
て
新
帰
朝
せ
る
著
者
の
紀
行
文
集
。
ジ
イ
ド
の
「
コ
ン
ゴ
紀
行
」
を
凌
駕
せ
ん
も
の
と
気
負
ふ
こ
の
花
形
作
家
の
、
縦
深
な
る
洞
察
眼
と
、
自
在
な
る
話
術
、
得
意
の
才
筆
が
旺
溢
す
る
楽
し
き
書
で
あ
る
。
加
ふ
る
に
同
行
の
三
雲
祥
之
助
画
伯
の
挿
画
、
挿
絵
を
以
て
な
れ
る
絶
対
美
本
。
御
期
待
を
乞
ふ
。（
１７５
頁
）
ま
た
、広
告
「
高
見
順
著
蘭
印
の
印
象
」（『
文
芸
』
昭
１６
・
１１
）
に
は
、
次
の
紹
介
文
が
読
ま
れ
る
。
本
書
は
抗
日
包
囲
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｓ
ラ
イ
ン
の
一
環
―
―
問
題
の
蘭
印
を
隈
な
く
視
察
し
て
帰
来
せ
る
著
者
の
最
新
現
地
報
告
で
あ
る
。
然
し
茲
に
は
ど
の
一
頁
の
隅
々
に
も
「
作
家
の
眼
」
が
ピ
カ
ピ
カ
と
光
つ
て
ゐ
る
こ
と
に
気
付
か
れ
や
う
。
ジ
イ
ド
の
「
コ
ン
ゴ
紀
行
」
を
凌
駕
せ
ん
も
の
と
気
負
ふ
こ
の
花
形
作
家
の
こ
の
南
方
通
信
は
、
縦
深
な
る
洞
察
眼
と
、
自
在
な
る
才
筆
、
得
意
の
話
術
と
を
以
て
、
心
楽
し
く
読
者
を
捕
へ
て
し
ま
ふ
こ
と
で
あ
ら
う
。（
頁
表
記
な
し
・
裏
表
紙
見
返
し
）
い
ず
れ
も
、
高
見
の
文
学
者
と
し
て
の
《
眼
》－
《
才
筆
》
を
前
景
化
し
な
が
ら
、『
蘭
印
の
印
象
』
を
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
『
コ
ン
ゴ
紀
行
』（
原
著
＝
T
ravels
in
the
Cong,1927
／
邦
訳＝
河
盛
好
蔵
訳
『
コ
ン
ゴ
紀
行
』
岩
波
書
店
、
昭
１３
）
に
擬
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
領
赤
道
ア
フ
リ
カ
地
方
を
旅
行
し
た
時
の
日
記
で
あ
る
同
書
は
、
ジ
ッ
ド
が
白
人
の
原
住
民
支
配
を
告
発
し
た
も
の
で
、こ
こ
に
『
蘭
印
の
印
象
』
の
位
置
づ
け
も
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
次
に
引
く
太
平
洋
戦
争
開
戦
後
の
広
告
「
高
見
順
著
蘭
印
の
印
象
」（『
文
芸
』
昭
１７
・
１
）
で
は
、
新
た
な
意
義
が
見
出
さ
れ
て
い
く
。
本
書
は
文
学
者
の
観
た
抗
日
蘭
印
の
現
地
報
告
で
あ
る
。
群
少
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ
的
文
学
と
は
異
り
、
茲
に
は
ど
の
一
頁
の
隅
々
に
も
作
家
の
眼
が
ピ
カ
ピ
カ
と
光
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
縦
深
な
る
洞
察
眼
と
自
在
な
る
才
筆
は
、
蘭
印
の
全
貌
を
捉
へ
て
余
薀
が
な
い
。（
８４
頁
）
結
果
的
に
せ
よ
、『
蘭
印
の
印
象
』
で
扱
っ
た
蘭
印
の
戦
略
的
な
意
義
が
増
し
た
こ
と
に
連
動
し
て
、
時
局
の
追
い
風
を
う
け
る
よ
う
に
し
て
、
同
書
は
文
化
工
作
と
し
て
の
意
義
を
も
担
い
、
価
値
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
。
Ⅲ
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ
本
節
で
は
、
日
記
・
旅
行
記
、
報
告
文
学
、
エ
ッ
セ
イ
に
少
し
遅
れ
て
断
続
的
に
発
表
さ
れ
、
高
見
順
『
諸
民
族
』（
新
潮
社
、
昭
１７
）
に
収
録
さ
れ
た
短
編
九
つ
を
対
象
と
し
て
、
内
容
と
そ
の
受
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
高
見
順
「
バ
リ
ー
の
犬
」（『
日
本
評
論
』
昭
１６
・
７
）
は
、
語
り
手
兼
主
人
公
の
「
私
」
が
日
本
か
ら
バ
リ
ー
島
に
旅
立
ち
、
帰
国
す
る
ま
で
の
出
来
事
を
、
犬
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
よ
っ
て
串
刺
し
に
し
た
小
説
で
あ
る
。
「
犬
が
大
嫌
ひ
」（
３０８
頁
）
な
「
私
」
は
、
妻
が
子
供
の
遊
び
相
手
に
も
ら
っ
て
き
た
仔
犬
に
苦
労
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
突
然
子
供
が
死
ん
で
し
ま
い
、
犬
の
処
遇
を
妻
に
託
し
た
ま
ま
、「
私
」
は
「
珍
奇
な
島
と
し
て
世
界
的
に
有
名
」
な
バ
リ
ー
島
へ
と
旅
立
つ
。
そ
の
バ
リ
ー
島
に
は
「
犬
が
べ
ら
棒
に
多
」
く
、「
昼
夜
の
け
じ
め
な
く
」（
３１０
頁
）
犬
に
吠
え
ら
れ
て
困
惑
し
た
「
私
」
は
、「
バ
リ
ー
島
に
も
う
永
く
住
ん
で
ゐ
る
Ｓ
さ
ん
」（
３１１
頁
）
か
ら
、
そ
れ
が
豚
の
番
と
悪
魔
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
こ
と
を
聞
く
。「
私
」
は
、
言
葉
の
不
自
由
を
感
じ
つ
つ
も
バ
リ
ー
の
風
物
や
人
事
を
目
に
し
て
は
、
踊
り
子
キ
ニ
ン
に
惹
か
れ
た
り
、
星
空
を
見
て
は
「
日
本
か
ら
遙
か
離
れ
た
異
郷
に
ゐ
る
の
だ
」
と
、「
鮮
か
に
そ
し
て
痛
烈
に
感
じ
」（
３２４
頁
）
た
り
し
て
い
る
。
一
連
の
バ
リ
ー
島
体
験
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
、「
ジ
ヤ
ン
ゲ
ル
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の
踊
り
」（
３２５
頁
）
の
場
面
が
書
か
れ
る
。
舞
踊
劇
を
楽
し
む
間
に
余
所
見
を
し
た
「
私
」
は
、「
ふ
と
見
る
と
、
一
疋
の
大
き
な
犬
が
ノ
ソ
ノ
ソ
と
「
舞
台
」
の
な
か
を
歩
い
て
ゐ
る
」（
３２６
頁
）
こ
と
に
気
づ
く
―
―
「
犬
は
ま
る
で
新
し
い
出
演
者
で
も
あ
る
か
の
や
う
に
、
ゆ
つ
く
り
と
一
応
舞
台
を
一
巡
し
て
、
そ
し
て
そ
の
手
持
無
沙
汰
の
や
う
な
恰
好
で
、
真
中
近
く
の
と
こ
ろ
に
で
ん
と
腰
を
お
ろ
し
た
」（
３２７
頁
）。
そ
の
後
、「
ア
ル
ジ
ユ
ノ
が
（
人
間
の
方
が
！
）
そ
の
犬
を
よ
け
て
、
巧
み
に
踊
り
の
辻
棲
を
合
は
せ
て
（
そ
ん
な
言
ひ
方
が
あ
る
か
ど
う
か
知
ら
な
い
が
）
踊
り
つ
ゞ
け
て
行
く
」
光
景
を
目
に
し
た
「
私
」
は
、「
イ
ヤ
、
こ
れ
に
は
驚
い
た
」、「
人
間
の
方
が
遠
慮
し
て
犬
を
よ
け
よ
う
と
は
！
」
と
「
ひ
ど
い
衝
撃
」
を
う
け
、「
明
か
に
狼
狽
」
す
る
。「
私
」
は
、「
人
間
の
立
場
か
ら
専
断
的
に
見
て
ゐ
る
か
ら
だ
」
と
い
う
こ
と
を
「
先
づ
も
つ
て
大
至
急
に
反
省
」（
３２８
頁
）
す
る
。
こ
の
出
来
事
を
「
私
」
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
へ
と
架
橋
し
て
い
く
。
私
に
は
バ
リ
ー
人
が
、
／
「
だ
つ
て
さ
う
ぢ
や
な
い
か
。
人
間
が
こ
の
地
上
に
生
き
て
ゆ
く
権
利
と
、
犬
が
こ
の
地
上
に
生
き
て
ゆ
く
権
利
と
は
、
神
の
眼
か
ら
す
れ
ば
同
じ
も
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
」
／
さ
う
言
つ
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
た
。
ア
プ
ロ
プ
リ
エ
イ
ト
こ
う
し
た
思
考
は
、
次
の
よ
う
に
し
て
現
実
へ
も
流
用
さ
れ
て
い
く
。
バ
リ
ー
人
は
、
た
と
へ
ば
ジ
ヤ
バ
人
の
持
つ
て
ゐ
る
や
う
な
い
か
に
も
被
征
服
民
族
ら
し
い
卑
屈
な
翳
と
い
つ
た
も
の
を
少
し
も
持
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
。
ジ
ヤ
バ
人
は
固
よ
り
蘭
印
の
多
く
の
土
民
は
、
統
治
者
の
白
人
を
自
分
た
ち
の
及
び
も
つ
か
ぬ
優
秀
で
崇
高
な
人
間
の
や
う
に
思
つ
て
ゐ
る
、
思
は
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
が
バ
リ
ー
人
だ
け
は
、
自
分
た
ち
も
白
人
も
民
族
的
に
優
劣
は
無
い
と
い
ふ
は
つ
き
り
し
た
誇
り
を
持
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
。
（
５
）
―
―
（
３２９
頁
）
こ
の
よ
う
に
考
え
る
「
私
」
が
、
蘭
印
体
験
を
通
し
て
バ
リ
ー
人
／
ジ
ャ
バ
人
／
欧
州
人
（
和
蘭
人
）
／
日
本
人
と
い
っ
た
民
族
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
何
か
し
ら
示
唆
を
得
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。「
足
掛
け
五
ケ
月
振
り
」
（
３２９
頁
）
で
内
地
に
戻
っ
た
「
私
」
は
、
自
宅
の
飼
犬
に
「
太
郎
、
吠
え
て
い
い
ぞ
。
卑
屈
ぢ
や
い
か
ん
ぞ
」（
３３０
頁
）
と
い
う
声
援
を
送
る
の
だ
か
ら
。
「
バ
リ
ー
の
犬
」
と
同
月
発
表
の
「
諸
民
族
」（『
改
造
』
昭
１６
・
７
）
も
バ
リ
ー
島
が
舞
台
で
、
多
様
な
民
族
と
そ
の
差
異
が
主
題
と
さ
れ
る
。「
支
あ
し
た
那
人
の
宿
屋
」
で
「
私
」
と
同
行
の
Ｍ
さ
ん
は
、「
明
日
の
バ
ス
の
切
符
」
（
４４
〜
４５
頁
）
を
二
等
に
す
る
よ
う
同
宿
の
支
那
人
か
ら
強
く
勧
め
ら
れ
る
。
翌
朝
、
車
中
で
「
私
」
は
、「
こ
の
バ
ス
に
も
い
ろ
ん
な
民
族
が
乗
り
合
は
せ
て
ゐ
る
訳
だ
な
」（
５１
頁
）
と
い
う
感
慨
に
ふ
け
る
―
―
ジ
ャ
バ
人
、
混
血
人
、
欧
州
人
、
支
那
人
、
印
度
人
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
に
、
「
隣
り
の
ジ
ヤ
バ
人
が
〔
略
〕
股
を
ひ
ど
く
ひ
ろ
げ
て
坐
つ
て
ゐ
る
」
が
ゆ
え
に
、「
私
」
は
「
席
の
窮
屈
さ
が
苦
に
な
り
出
」（
５２
頁
）
す
。
す
る
う
ち
私
は
腹
が
立
つ
て
き
た
。
疲
れ
る
と
、
腹
立
ち
つ
ぽ
く
成
る
も
の
だ
。
／
（
な
ん
だ
、
偉
さ
う
に
股
を
開
い
て
、
―
―
こ
つ
ち
は
窮
屈
で
困
つ
て
ゐ
る
の
だ
。
も
う
少
し
遠
慮
し
た
ら
ど
ん
な
も
の
か
。）
／
腹
立
ち
を
言
葉
に
す
る
と
、
さ
う
な
る
。
そ
れ
が
軈
て
、
か
う
な
つ
て
き
た
。
／
（
な
ん
だ
、
こ
の
土
人
め
、
土
人
の
癖
し
て
偉
さ
う
に
股
を
開
い
て
、
―
―
土
人
ら
し
く
、
日
本
人
に
対
し
て
は
、
も
う
少
し
遠
慮
し
た
ら
ど
ん
な
も
の
か
！
）
口
に
こ
そ
出
さ
な
い
も
の
の
、
こ
う
し
た
強
い
感
情
を
抱
い
た
後
に
、
し
か
し
「
私
」
は
次
の
よ
う
な
自
己
分
析
を
展
開
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
私
は
、
そ
し
て
、
ジ
ヤ
バ
に
ゐ
た
時
分
は
、
さ
う
し
た
土
民
の
卑
屈
さ
に
対
し
て
逆
に
腹
を
立
て
て
ゐ
た
。は
じ
め
は
憐
憫
の
気
持
だ
つ
た
が
、
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そ
の
う
ち
、
も
う
少
し
し
や
ん
と
し
た
ら
ど
う
か
と
腹
立
ち
に
変
つ
て
行
つ
た
。
土
民
を
そ
ん
な
風
に
さ
せ
て
ゐ
る
白
人
へ
の
腹
立
ち
と
同
時
に
、
白
人
に
そ
ん
な
風
に
さ
せ
ら
れ
て
ゐ
る
土
民
へ
の
腹
立
ち
も
強
か
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
―
―
な
ん
と
い
ふ
矛
盾
だ
ら
う
。
し
や
ん
と
し
て
ゐ
る
土
人
を
見
て
今
は
、
卑
屈
で
な
い
と
言
つ
て
私
は
腹
を
立
て
て
ゐ
る
の（
６
）だ。（
５３
頁
）
そ
の
後
、
自
分
が
「
支
那
人
」
と
「
間
違
へ
ら
れ
て
ゐ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
ふ
だ
け
」
で
「
慥
か
に
不
快
だ
」（
５４
頁
）
と
感
じ
た
「
私
」
は
、「
支
那
人
と
間
違
へ
ら
れ
て
不
快
を
感
じ
る
と
い
ふ
の
は
、
こ
れ
は
ど
う
い
ふ
の
か
と
、
ち
よ
つ
と
考
へ
さ
せ
ら
れ
た
」。
さ
ら
に
、
昨
夜
の
切
符
を
二
等
席
に
す
べ
き
だ
と
い
う
助
言
が
「
秘
か
に
侮
辱
を
与
へ
る
魂
胆
」（
５５
頁
）
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
は
、「
私
」
は
自
己
嫌
悪
に
陥
っ
て
い
く
。
バ
ス
は
途
中
の
部
落
で
停
車
し
、「「
欧
洲
人
」
だ
け
」
が
名
前
や
行
き
先
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
「
私
」
は
、「（
さ
て
、
隣
り
の
土
民
君
。
僕
は
か
く
の
通
り
支
那
人
ぢ
や
な
い
ん
だ
ぜ
。）」、「（
よ
く
見
て
お
き
給
へ
。
僕
は
日
本
人
だ
ぜ
。
―
―
ざ
ま
ア
見
や
が
れ
！
）」
と
い
っ
た
気
持
ち
を
抱
き
、「
次
の
瞬
間
」
に
は
「
自
分
の
浅
間
し
さ
に
ぞ
ツ
」
と
す
る
。「
日
本
人
で
あ
る
こ
と
」
を
「
ほ
ん
た
う
に
誇
り
に
し
て
ゐ
る
」
と
い
う
「
私
」
だ
が
、「
だ
か
ら
と
言
つ
て
、
支
那
人
を
軽
蔑
し
た
り
土
人
を
侮
蔑
し
た
り
す
る
こ
と
」
を
「
ひ
ど
く
浅
間
し
く
思
」
い
、「
そ
ん
な
自
分
の
感
情
に
ぞ
ツ
と
し
た
の
だ
」（
５６
頁
）
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
つ
づ
け
る
。
浅
間
し
い
と
い
ふ
よ
り
、
そ
れ
は
い
け
な
い
こ
と
だ
。
絶
対
い
か
ん
。
何
故
な
ら
、
日
本
は
い
ま
支
那
と
戦
争
は
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
東
洋
の
大
き
な
平
和
の
た
め
の
、
そ
し
て
日
支
提
携
の
た
め
の
戦
ひ
だ
。
提
携
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
相
手
を
軽
蔑
し
て
い
い
だ
ら
う
か
。
／
そ
し
て
又
私
は
ジ
ヤ
バ
の
土
民
も
軽
蔑
し
た
く
な
か
つ
た
。
ジ
ャ
バ
の
卑
屈
な
土
民
を
見
て
、
―
―
私
た
ち
と
同
じ
や
う
な
顔
を
し
な
が
ら
、
そ
の
卑
屈
さ
は
な
ん
と
い
ふ
こ
と
だ
と
、
私
は
ど
ん
な
に
遣
り
切
れ
な
い
気
持
に
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
か
。
私
は
和
蘭
人
と
一
緒
に
成
つ
て
、
土
民
を
低
劣
な
人
種
と
軽
蔑
し
た
く
な
か
つ
た
。
…
…
（
５６
〜
５７
頁
）
こ
こ
で
「
私
」
は
、
実
感
と
は
重
な
ら
な
い
日
中
戦
争
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
優
先
す
る
こ
と
で
、
自
ら
を
倫
理
的
に
戒
め
よ
う
と
し
て
い
く
。
ま
た
、
自
分
の
実
感
に
即
し
た
振
る
舞
い
が
、
和
蘭
人
の
ジ
ャ
バ
人
に
対
す
る
人
種
差
別
的
態
度
に
近
似
し
て
し
ま
う
こ
と
も
、「
私
」
は
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
私
」
の
葛
藤
は
、
帰
途
ジ
ャ
バ
に
渡
っ
て
後
、
欧
州
人
の
通
過
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
際
に
見
逃
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
る
。
マ
マ
「
私
」
は
あ
え
て
日
本
人
だ
と
「
申
し
出
」
ず
に
「
自
分
か
ら
の
支
那
人
と
間
違
へ
さ
せ
」
る
こ
と
で
「
罪
滅
し
」（
５８
頁
）
を
し
よ
う
と
す
る
。
以
下
、「
バ
リ
ー
の
犬
」、「
諸
民
族
」
の
同
時
代
受
容
を
検
討
し
て
い
く
。
矢
崎
弾
は
「
創
作
月
評
六
月
」（『
帝
国
大
学
新
聞
』
昭
１６
・
６
・
２３
）
で
、
井
上
友
一
郎
「
青
丹
よ
し
」
を
《
現
代
社
会
人
の
、
特
に
イ
ン
テ
リ
の
一
性
格
を
鋭
く
特
質
的
に
描
破
し
て
ゐ
る
》
と
評
し
た
延
長
線
上
で
「
諸
民
族
」
に
論
及
す
る
。
矢
崎
は
《
一
日
本
人
の
、
心
理
の
起
伏
は
、
国
民
的
、
民
族
的
見
地
か
ら
描
か
れ
て
ゐ
な
が
ら
、
今
日
の
社
会
的
個
人
の
警
告
を
切
実
に
伝
へ
て
ゐ
る
》、《
個
人
の
社
会
性
と
は
国
民
性
で
あ
る
と
い
ふ
事
に
思
ひ
到
れ
ば
よ
い
》（
８
面
）
と
評
し
、「
諸
民
族
」
に
書
か
れ
た
日
本
人
の
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
評
価
す
る
。
他
方
、「
バ
リ
ー
の
犬
」
に
論
及
す
る
三
四
郎
「
大
波
小
波
非
力
な
高
見
の
作
」（『
都
新
聞
』
昭
１６
・
６
・
２９
）
は
《
文
学
の
非
力
を
叫
ぶ
氏
に
相
応
し
い
非
力
な
出
来
ば
え
》、《
蘭
印
ま
で
行
つ
て
何
を
見
て
来
た
か
と
言
ひ
た
い
》（
１
面
）
と
、
蘭
印
と
い
う
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モ
チ
ー
フ
に
文
学
者
の
筆
力
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
点
を
難
じ（
７
）た。
両
作
を
同
時
に
論
じ
た
新
聞
評
と
し
て
は
、
次
に
引
く
坦
懐
「
七
月
号
小
説
評
高
見
順
の
二
作
」（『
日
本
学
芸
新
聞
』
昭
１６
・
７
・
１０
）
が
あ
る
。
高
見
順
の
「
諸
民
族
」
は
『
日
本
評
論
』
の
「
バ
リ
ー
の
犬
」
の
弟
で
あ
る
。
唯
少
し
ば
か
り
紀
行
風
と
小
説
風
と
の
書
き
方
の
け
じ
め
が
示
さ
れ
た
感
で
あ
る
。「
諸
民
族
」
で
は
バ
リ
ー
島
か
ら
の
帰
途
バ
ス
に
乗
り
合
し
た
ジ
ヤ
バ
人
、
混
血
人
、
支
那
人
、
白
人
、
印
度
人
な
ど
の
な
か
で
『
私
は
、
こ
れ
で
こ
の
バ
ス
に
も
い
ろ
ん
な
民
族
が
乗
り
合
せ
て
居
る
訳
だ
な
と
、
ふ
と
そ
ん
な
こ
と
を
思
つ
た
。』
と
言
ふ
訳
で
あ
る
。
そ
の
帰
途
の
有
様
を
得
意
の
言
ひ
廻
し
で
殺
し
て
居
る
。
こ
れ
は
紀
行
文
風
で
あ
る
。
／
『
日
本
評
論
』
の
「
バ
リ
ー
の
犬
」
は
自
家
の
犬
か
の
事
か
ら
及
ん
だ
連
想
で
、バ
リ
ー
の
犬
を
引
き
合
ひ
に
出
し
、
そ
の
島
の
踊
の
様
を
紹
介
し
、
行
き
ず
り
の
土
民
の
娘
へ
の
淡
い
情
な
ど
写
し
て
か
ら
、
自
家
の
犬
へ
戻
る
と
言
つ
た
小
説
風
で
あ
る
。
け
れ
ど
こ
れ
で
は
犬
に
関
し
て
は
「
自
家
の
犬
」
か
バ
リ
ー
の
犬
か
け
じ
め
が
着
か
な
い
。
唯
「
バ
リ
ー
の
犬
」
の
方
が
人
目
を
引
く
に
は
便
利
で
あ
ら
う
。（
６
面
）
こ
こ
で
評
者
は
、
蘭
印
旅
行
に
基
づ
く
モ
チ
ー
フ
を
確
認
し
な
が
ら
も
否
定
的
な
評
価
を
示
し
て
い
る
。《
紀
行
風
／
小
説
風
》
と
い
う
観
点
か
ら
両
者
を
分
節
し
、「
諸
民
族
」
は
《
紀
行
風
》
か
ら
《
小
説
風
》
へ
脱
皮
し
つ
つ
あ
る
状
態
、「
バ
リ
ー
の
犬
」
は
《
小
説
風
》、
し
た
が
っ
て
《
人
目
を
引
く
》
点
も
含
め
て
後
者
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
評
価
で
あ
る
。
両
作
品
に
論
及
し
た
同
時
代
評
と
し
て
、
石
田
英
二
郎
「
七
月
の
小
説
」（『
新
潮
』
昭
１６
・
８
）
が
あ
る
。
石
田
は
「
バ
リ
ー
の
犬
」
か
ら
、《
バ
リ
ー
の
人
た
ち
と
犬
と
の
不
思
議
な
、
奇
妙
な
取
合
せ
に
驚
き
あ
き
れ
か
へ
る
》
と
異
国
趣
味
を
読
み
と
っ
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
論
評
す
る
。
南
洋
土
産
の
作
品
。
そ
の
ス
タ
イ
ル
は
相
変
ら
ず
融
通
無
碍
で
、
書
き
な
が
し
て
ゐ
る
や
う
に
み
え
る
が
、
そ
れ
が
、
こ
の
作
者
の
小
説
の
持
味
で
あ
る
。
犬
と
人
間
。
圧
迫
さ
れ
て
生
き
存
へ
て
ゐ
る
白
人
階
級
と
、
一
日
本
人
と
し
て
の
作
者
の
世
界
観
と
で
も
い
ふ
べ
き
も
の
が
随
所
に
み
え
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
作
者
の
思
考
す
る
あ
り
か
た
が
う
か
が
は
れ
る
。（
８７
頁
）
こ
こ
で
石
田
は
《
作
者
の
世
界
観
》
を
読
み
と
り
つ
つ
、
そ
れ
に
対
す
る
評
価
は
留
保
し
て
い
る
。「
諸
民
族
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
評
が
あ
る
。
バ
リ
ー
島
の
支
那
人
の
宿
屋
に
泊
つ
て
ゐ
た
私
が
い
よ
い
よ
バ
リ
ー
島
を
去
る
日
の
乗
合
自
動
車
で
の
見
聞
を
中
心
に
、
ジ
ヤ
バ
土
人
、
印
度
人
、
支
那
人
、
和
蘭
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
の
も
つ
て
ゐ
る
人
間
性
と
か
、
そ
の
人
間
性
の
上
に
立
脚
し
て
の
相
互
の
民
族
の
あ
ひ
だ
に
蟠
る
侮
蔑
感
と
か
、そ
の
侮
蔑
感
に
つ
い
て
の
矛
盾
や
相
剋
を
か
い
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
さ
う
い
ふ
矛
盾
や
相
剋
の
見
方
が
概
念
的
で
な
い
に
も
か
か
は
ら
ず
、
作
者
の
本
音
の
本
音
と
い
ふ
ま
で
に
は
い
た
つ
て
ゐ
な
い
こ
と
を
か
ん
じ
さ
せ
ら
れ
る
。（
８８
頁
）
モ
チ
ー
フ
の
問
題
性
を
よ
く
読
み
と
っ
た
石
田
だ
が
、《
作
者
の
本
音
の
本
音
》
に
至
っ
て
い
な
い
点
に
不
満
を
表
明
し
、
そ
れ
ゆ
え
同
作
を
《
旅
行
記
》
だ
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
れ
ば
、
石
田
の
評
価
軸
は
明
ら
か
で
、
新
奇
に
映
じ
る
モ
チ
ー
フ
を
書
く
だ
け
で
は
《
旅
行
記
》
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
文
学
者
が
主
観
を
通
し
て
十
分
に
理
解
を
深
め
た
後
に
書
い
た
も
の
だ
け
を
小
説
と
呼
ぶ
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ
た
評
価
の
枠
組
み
は
、
日
中
戦
争
開
戦
後
に
簇
生
し
た
報
告
文
学
以
来
の
も
（
８
）のだ
が
、
戦
局
が
深
刻
に
な
る
に
つ
れ
て
、
可
視
化
さ
れ
な
い
作
家
の
主
観
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に
求
め
ら
れ
る
抽
象
的
な
水
準
は
、
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
評
価
軸
に
即
し
た
河
上
徹
太
郎
「
小
説
の
中
の
「
私
」」（『
文
芸
春
秋
』
昭
１６
・
８
）
は
、
高
見
に
高
い
水
準
を
求
め
た
同
時
代
評
で
あ
る
。
《
同
君
の
他
の
文
業
に
関
心
を
持
つ
私
も
、
此
の
印
象
記
に
は
関
心
出
来
な
か
つ
た
》
と
い
う
河
上
は
、《
同
地
の
民
族
間
に
自
づ
と
形
づ
く
ら
れ
て
ゐ
る
階
級
意
識
に
絡
ん
で
、
優
越
感
や
卑
屈
感
が
個
人
的
な
対
人
意
識
の
場
で
描
い
て
あ
る
》
と
「
諸
民
族
」
の
モ
チ
ー
フ
を
ま
と
め
、《
読
ん
で
ど
こ
ま
で
同
君
の
穿
鑿
ぬ
き
の
独
り
角
力
だ
か
分
ら
な
い
所
が
あ
り
、
し
か
も
さ
う
い
ふ
こ
と
が
愛
嬌
に
な
ら
な
い
で
、
明
か
に
気
の
廻
し
過
ぎ
と
思
は
れ
る
節
が
多
く
て
、
不
愉
快
》（
２７５
頁
）
だ
と
酷
評
し
、
次
の
よ
う
に
つ
づ
け
る
。
一
国
の
生
活
文
化
に
つ
い
て
的
確
不
動
の
発
見
を
な
す
た
め
に
は
、
少
く
共
、
自
身
的
確
不
動
の
一
生
活
文
化
感
情
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
を
確
保
し
て
ゐ
る
必
要
が
あ
る
。
殊
に
欧
洲
一
流
文
人
の
外
国
見
聞
記
が
鮮
か
な
の
は
、自
国
の
生
活
感
情
に
通
達
し
た
識
見
を
持
つ
て
ゐ
る
上
に
、
互
に
同
質
水
準
で
且
つ
交
流
の
激
し
い
隣
国
と
の
微
妙
な
発
達
に
よ
つ
て
感
覚
が
磨
か
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
感
受
性
が
根
が
坐
り
、
鋭
い
の
で
あ
る
。〔
略
〕
私
は
何
も
高
見
君
の
識
見
を
疑
ふ
の
で
は
な
い
が
、
然
し
殊
更
そ
の
伝
で
同
じ
感
覚
の
働
き
方
を
南
方
の
植
民
地
に
働
か
し
て
も
、
得
る
も
の
は
異
国
趣
味
か
、
全
然
個
人
的
な
神
経
の
遊
び
し
か
得
ら
れ
な
い
筈
だ
。（
２７５
〜
２７６
頁
）
河
上
が
《
欧
洲
一
流
文
人
》
を
引
き
あ
い
に
だ
し
て
高
見
を
難
じ
る
図
は
、「
諸
民
族
」
の
モ
チ
ー
フ
か
ら
す
れ
ば
皮
肉
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
批
判
は
高
見
個
人
と
い
う
よ
り
、
日
本
の
文
学
者
一
般
、
さ
ら
に
は
近
代
日
本
に
対
す
る
批
評
と
し
て
の
射
程
を
も
つ
。高
見
の
「
バ
リ
ー
の
犬
」、「
諸
民
族
」
は
こ
う
し
た
問
題
を
内
地
の
文
学
場
に
投
げ
か
け
た
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
そ
の
ほ
か
の
『
諸
民
族
』
所
収
短
編
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
。
「
雛
段
」（『
新
女
苑
』
昭
１６
・
１１
）
は
、「
た
つ
た
一
人
の
子
供
」（
８６
頁
）
で
あ
る
由
紀
子
を
失
っ
た
直
後
に
旅
に
出
た
「
私
」
が
、
ジ
ャ
バ
の
M
alang
で
「
美
し
い
雛
段
」（
８８
頁
）
を
目
に
し
、
ま
た
、
バ
リ
ー
島
の
日
本
人
小
学
校
で
は
「
凜
々
し
く
溌
剌
と
し
た
日
本
語
」（
９２
頁
）
を
耳
に
し
、
由
紀
子
の
こ
と
を
改
め
て
思
い
出
す
随
筆
風
の
作
品
で
あ
る
。
「
プ
プ
タ
ン
悲
史
」（『
サ
ン
デ
ー
毎
日
〔
秋
期
特
別
号
〕』
昭
１６
・
１０
）
で
は
、「
バ
リ
ー
人
は
、
ジ
ヤ
バ
人
な
ん
か
と
大
分
違
ふ
や
う
で
す
ね
」（
１３７
頁
）
と
い
う
認
識
を
抱
く
「
私
」
に
向
け
て
、「
バ
リ
ー
人
は
も
と
も
と
伝
統
的
に
、
立
派
な
民
族
」
で
あ
る
所
以
を
、「
ほ
ん
の
数
人
し
か
ゐ
な
い
バ
リ
ー
島
在
住
の
日
本
人
」
で
あ
る
Ｋ
さ
ん
が
「
バ
リ
ー
が
和
蘭
領
に
併
呑
さ
れ
た
時
の
悲
劇
」（
１３８
頁
）
を
語
っ
て
い
く
。
全
一
〇
章
構
成
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
「
十
」
で
Ｋ
さ
ん
は
、「
熱
の
籠
つ
た
声
」
で
次
の
よ
う
に
語
る
。
「〔
略
〕
も
し
こ
の
自
分
が
日
本
人
で
な
く
、
バ
リ
ー
人
だ
つ
た
ら
ど
う
か
、
と
い
ふ
こ
と
で
す
。
バ
リ
ー
人
、
つ
ま
り
白
人
に
征
服
さ
れ
支
配
さ
れ
て
ゐ
る
バ
リ
ー
人
。
そ
の
国
を
白
人
に
掠
奪
さ
れ
白
人
の
植
民
地
に
さ
れ
て
ゐ
る
バ
リ
ー
人
。
―
―
私
は
ゾ
ツ
と
し
ま
し
た
。
バ
リ
ー
人
で
な
く
て
よ
か
つ
た
。
さ
う
思
ふ
と
同
時
に
、
私
は
日
本
に
生
れ
て
よ
か
つ
た
、
日
本
人
で
あ
つ
て
よ
か
つ
た
と
し
み
じ
み
と
さ
う
思
つ
た
。
日
本
に
生
れ
た
仕
合
は
せ
さ
、
日
本
人
で
あ
る
こ
と
の
有
難
さ
が
胸
に
犇
々
と
来
ま
し
た
」
さ
ら
に
、
Ｋ
さ
ん
は
「
日
本
に
生
れ
た
仕
合
は
せ
さ
」
は
「
外
に
出
て
初
め
て
判
つ
た
」（
１４９
頁
）
と
語
り
、「
私
」
は
バ
リ
ー
人
へ
の
認
識
を
新
た
に
し
て
い
く
。『
蘭
印
の
印
象
』
と
共
振
す
る
局
面
の
多
い
一
編
で
あ
る
。
「
厦
門
の
遙
拝
式
」（『
オ
ー
ル
読
物
』
昭
１６
・
８
）
で
は
、
南
洋
航
路
で
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蘭
印
か
ら
厦
門
を
目
指
し
て
航
海
す
る
日
本
船
が
舞
台
で
あ
る
。「
私
」
が
、
「
船
の
中
で
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
日
支
親
善
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
喜
ん
で
ゐ
た
」（
２２６
頁
）
と
こ
ろ
、
日
本
人
の
ラ
イ
タ
ー
盗
難
事
件
が
生
じ
る
。
一
時
は
疑
心
暗
鬼
に
な
る
「
私
」
だ
が
、
ボ
ー
イ
の
出
来
心
ゆ
え
の
事
件
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
厦
門
沖
で
は
「
支
那
人
達
も
加
は
つ
て
甲
板
の
遥
拝
式
」
が
「
厳
粛
に
行
は
れ
た
」（
２３０
頁
）
と
こ
ろ
で
、
小
説
は
幕
と
な
る
。
「
厦
門
の
遙
拝
式
」
の
姉
妹
作
に
あ
た
る
の
が
、「
南
海
」（『
モ
ダ
ン
日
本
』
昭
１６
・
８
）
で
あ
る
。
英
領
ボ
ル
ネ
オ
の
サ
ン
ダ
カ
ン
へ
の
寄
港
を
楽
し
み
と
し
て
、ジ
ヤ
バ
か
ら
の
帰
り
に
「
特
に
Ｓ
丸
を
選
ん
だ
」（
１８
頁
）
と
い
う
「
私
」
だ
が
、
結
局
下
船
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。「
ジ
ヤ
バ
の
邦
人
輸
入
商
の
店
員
」（
１９
頁
）
で
あ
る
田
鹿
君
は
、
船
員
に
な
り
す
ま
し
て
下
船
を
遂
げ
る
が
、
街
で
船
長
に
会
っ
て
し
ま
う
。
な
お
、
同
地
か
ら
は
、
内
地
へ
帰
る
「
ボ
ル
ネ
オ
の
邦
人
経
営
の
缶
詰
工
場
の
女
工
さ
ん
達
」（
２０
頁
）
や
、
後
に
「
異
郷
で
空
し
く
倒
れ
た
人
」（
２５
頁
）
の
骨
壺
と
判
明
す
る
箱
を
抱
え
た
京
藤
さ
ん
が
乗
船
す
る
。
帰
国
後
、「
私
」
が
再
会
し
た
田
鹿
君
に
よ
れ
ば
、
京
藤
さ
ん
は
「
特
志
看
護
婦
に
成
つ
て
大
陸
へ
渡
る
」（
２６
頁
）
ら
し
く
、
田
鹿
君
自
身
は
来
月
ジ
ャ
バ
に
帰
る
の
だ
と
い
う
。
京
藤
さ
ん
、
京
藤
さ
ん
と
田
鹿
君
の
関
係
に
、「
私
」
は
「
南
海
の
暑
熱
」
ゆ
え
に
か
、「
小
説
家
的
な
空
想
」（
２５
〜
２６
頁
）
を
喚
起
さ
れ
て
も
い
た
。
「
南
方
の
挿
話
」（『
日
本
女
性
』
昭
１６
・
１０
）
も
、「
南
海
」
同
様
、
南
洋
に
関
す
る
人
事
を
聞
く
う
ち
に
、
小
説
家
の
倉
橋
が
物
語
の
執
筆
意
欲
を
喚
起
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
。
ジ
ャ
バ
Ｓ
市
の
ト
コ
・
オ
オ
ハ
タ
（
大
畑
商
会
）
の
番
頭
で
あ
る
間
瀬
君
に
連
れ
ら
れ
て
、
倉
橋
は
江
島
老
人
の
も
と
を
訪
れ
る
。
そ
こ
か
ら
、
間
瀬
君
が
託
さ
れ
て
い
た
大
畑
氏
の
長
男
・
健
一
と
、
か
つ
て
Ｓ
市
で
商
売
敵
で
あ
っ
た
江
島
の
娘
と
を
結
婚
さ
せ
る
と
い
う
使
命
と
そ
の
行
方
が
、
ジ
ャ
バ
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
書
か
れ
て
い
く
。
「
日
本
の
靴
」（『
現
代
』
昭
１６
・
１２
）
は
、「
日
本
で
一
番
最
初
に
製
靴
業
に
着
手
し
た
人
は
誰
か
」（
２７４
頁
）
と
い
う
一
節
か
ら
始
ま
る
。
隅
田
川
河
畔
の
靴
屋
の
銅
像
が
気
に
な
っ
て
い
た
「
私
」
は
、
蘭
印
で
「
跣
足
の
方
が
普
通
の
当
り
前
の
こ
と
に
成
つ
て
、
靴
は
何
か
特
別
の
感
じ
だ
つ
た
」
こ
と
か
ら
、
舶
来
の
靴
が
い
か
に
日
本
に
広
ま
っ
た
の
か
、「
一
番
最
初
の
靴
屋
さ
ん
と
い
ふ
の
は
、
ど
う
い
ふ
人
だ
ら
う
か
」（
２７６
頁
）
と
疑
問
を
抱
い
た
後
、
銅
像
の
モ
デ
ル
・
西
村
勝
三
の
生
涯
を
解
き
明
か
し
て
い
く
。
「
午
後
の
庭
」（『
婦
人
朝
日
』
昭
１６
・
１０
〜
１２
）
は
、姉
・
美
與
子
と
弟
・
舜
次
を
軸
に
、
恋
愛
や
結
婚
の
話
題
を
ち
り
ば
め
た
通
俗
小
説
だ
が
、
小
説
の
終
盤
近
く
で
舜
次
は
仏
印
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
蘭
印
帰
り
の
笹
井
が
現
地
の
状
況
を
話
す
場
面
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
現
地
支
那
人
の
抗
日
意
識
が
話
題
と
さ
れ
、
舜
次
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
。
つ
い
せ
ん
だ
つ
て
の
こ
と
だ
が
、
支
那
に
対
す
る
日
本
の
指
導
的
提
携
を
願
つ
て
ゐ
る
或
る
支
那
人
が
、
こ
の
日
本
人
の
不
当
な
軽
蔑
を
指
摘
し
て
、
こ
の
偏
見
が
打
破
さ
れ
な
い
う
ち
は
、
日
支
の
政
治
的
の
提
携
は
有
り
得
な
い
と
訴
へ
て
ゐ
る
文
章
を
舜
次
は
調
査
所
で
読
ん
だ
。
こ
れ
は
、
ま
た
支
那
人
に
対
し
て
も
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
だ
つ
た
。
支
那
人
の
心
の
奥
に
ひ
そ
ん
で
ゐ
る
奇
怪
な
自
尊
の
偏
見
を
も
打
破
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
。
即
ち
日
支
間
の
相
互
の
正
し
い
理
解
が
な
く
て
は
、
共
存
共
栄
の
理
想
は
実
現
さ
れ
な
い
の
だ
。（
１２
月
、
５３
頁
）
そ
の
舜
次
が
、仏
印
に
向
か
う
船
中
で
結
婚
を
決
意
し
て
小
説
は
終
わ
る
。
以
上
、
駆
け
足
で
『
諸
民
族
』
収
載
の
短
編
九
作
品
を
レ
ビ
ュ
ー
し
て
き
た
が
、
こ
れ
を
一
冊
の
書
物
と
し
て
読
め
ば
、（
現
実
世
界
の
高
見
に
関
す
る
情
報
と
は
別
に
）
幼
子
を
亡
く
し
た
小
説
家
が
蘭
印
へ
旅
立
ち
、
船
中
や
― 92 ―
現
地
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
経
て
、
植
民
地
支
配
を
受
け
て
い
る
蘭
印
の
現
状
を
め
ぐ
る
思
索
を
軸
に
、
日
本
（
人
）
や
諸
外
国
、
諸
民
族
に
つ
い
て
考
え
め
ぐ
ら
せ
る
、
と
い
う
理
解
が
最
大
公
約
数
と
し
て
浮
上
す
る
。
太
平
洋
戦
争
開
戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
単
行
本
に
つ
い
て
、
広
告
「
高
見
順
著
諸
民
族
」（『
文
芸
』
昭
１７
・
４
）
で
は
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
た
。
大
東
亜
戦
争
の
勃
発
前
及
び
今
次
南
方
作
戦
に
従
軍
し
て
ジ
ヤ
バ
、
ボ
ル
ネ
オ
、
マ
レ
イ
、
仏
印
等
を
抜
渉
せ
る
作
者
が
、
現
地
各
民
族
の
生
活
感
情
に
取
材
し
て
描
く
九
篇
。
何
れ
も
国
境
を
超
ゆ
る
人
間
哀
歓
の
真
実
と
共
に
南
国
の
妖
し
き
花
の
香
に
み
ち
た
ユ
ニ
ー
ク
な
傑
作
集
。
（
３３
頁
）
こ
の
時
、高
見
は
す
で
に
南
洋
各
地
を
実
際
に
目
に
し
た
文
学
者
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
作
者
が
書
く
《
人
間
哀
歌
》
と
《
南
国
の
妖
し
き
花
の
香
》
（
異
国
情
緒
）
が
前
面
に
打
ち
だ
さ
れ
て
い
る
。
書
評
も
三
点
確
認
で
き
た
。
無
署
名
「
新
刊
巡
礼
『
諸
民
族
』
高
見
順
著
」（『
三
田
文
学
』
昭
１７
・
４
）
で
は
、
高
見
の
旧
作
『
故
旧
忘
れ
得
べ
き
』、『
如
何
な
る
星
の
下
に
』
に
み
ら
れ
た
《
嘔
吐
を
催
す
ほ
ど
な
嫌
悪
感
な
ど
微
塵
も
な
》
く
、《
明
く
、
健
康
で
あ
る
》
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
論
評
さ
れ
る
。
た
ゞ
、
一
寸
い
や
な
気
持
が
す
る
の
は
こ
の
作
者
が
バ
ス
へ
乗
ら
ん
と
し
た
の
で
な
い
か
と
い
ふ
嫌
疑
だ
け
で
あ
る
。
全
篇
、
ジ
ヤ
バ
や
ス
マ
ト
ラ
や
そ
の
往
復
の
船
中
に
舞
台
が
取
ら
れ
、
そ
の
点
か
ら
も
興
味
は
尽
き
な
い
。
そ
れ
ら
の
舞
台
も
今
や
日
章
旗
の
下
に
あ
り
。
全
篇
読
み
終
り
、
大
小
の
風
俗
事
情
を
教
へ
ら
れ
て
、
あ
る
大
き
な
感
動
が
あ
つ
た
。（
１２７
頁
）
お
も
ね
時
局
に
阿
っ
た
可
能
性
を
批
判
す
る
評
者
だ
が
、
モ
チ
ー
フ
と
さ
れ
た
地
域
が
《
日
章
旗
の
下
》
に
あ
る
こ
と
は
肯
定
的
に
捉
え
、
各
地
の
《
大
小
の
風
俗
事
情
》
を
学
べ
る
こ
と
を
本
書
の
魅
力
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
本
多
顯
彰
は
「
書
評
小
説
五
種
」（『
朝
日
新
聞
』
昭
１７
・
４
・
２２
）
で
、《
材
を
南
方
に
取
つ
た
こ
の
作
品
は
読
ん
で
一
番
面
白
い
》
と
評
し
つ
つ
も
、《
今
と
な
つ
て
は
高
見
流
の
饒
舌
が
ま
ど
ろ
つ
こ
し
く
、
苛
立
た
し
い
》
と
、
右
の
評
と
同
様
の
見
解
を
示
す
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
は
《
十
二
月
八
日
が
、
日
本
人
に
端
的
に
、
飾
り
気
な
く
、
し
か
し
簡
潔
雄
勁
に
も
の
を
い
ふ
こ
と
を
教
へ
た
》
と
い
う
条
件
も
関
わ
る
。『
蘭
印
の
印
象
』
評
な
ど
を
想
起
し
て
も
、
実
際
に
高
見
が
蘭
印
を
旅
し
た
と
い
う
事
実
（
性
）
は
、
そ
の
文
章
の
受
容－
評
価
に
大
き
な
効
果
を
及
ぼ
し
た
は
ず
だ
が
、
本
多
が
《
作
者
が
、
ど
こ
へ
行
つ
て
も
高
見
順
と
そ
の
周
囲
を
持
ち
廻
つ
て
ゐ
る
の
が
、
い
さ
ゝ
か
鼻
に
つ
き
出
し
た
》（
４
面
）
と
難
じ
た
点
は
、
同
時
代
の
評
価
軸
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
興
味
深
い
。
井
上
立
士
は
「
高
見
順
著
諸
民
族
」（『
新
創
作
』
昭
１７
・
５
）
を
、
次
の
よ
う
に
書
き
お
こ
す
。
遙
か
南
の
国
と
し
て
、
私
た
ち
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
蘭
印
が
、
今
日
で
は
ま
こ
と
に
身
近
な
も
の
に
な
つ
て
来
た
。
近
い
将
来
に
は
そ
れ
ら
の
島
々
の
風
景
も
人
情
も
風
俗
も
私
た
ち
と
は
切
つ
て
も
切
れ
な
い
も
の
に
な
る
に
違
ひ
な
い
。
同
書
の
文
学
場
で
の
受
容
に
際
し
て
は
、
右
の
よ
う
な
太
平
洋
戦
争
開
戦
後
に
お
け
る
日
本－
南
方
関
係
が
大
き
く
関
わ
る
。
事
実
、
井
上
も
《
皇
軍
ジ
ヤ
バ
へ
敵
前
上
陸
と
い
ふ
報
を
耳
に
し
な
が
ら
、
こ
の
小
説
集
を
手
に
し
た
欣
び
を
多
く
の
読
者
は
共
鳴
し
て
呉
れ
る
で
あ
ら
う
》
と
言
表
す
る
。
ま
た
、
井
上
は
《
著
者
特
有
の
細
緻
な
眼
と
豊
か
な
感
受
性
と
、
有
機
的
な
理
解
力
と
が
、
こ
の
度
の
印
象
を
単
な
る
紀
行
に
終
ら
せ
ず
に
、
私
た
ち
に
遥
か
な
南
国
の
風
物
や
人
情
を
教
へ
る
だ
け
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
そ
れ
ら
か
ら
何
を
考
へ
る
べ
き
か
、
何
を
発
見
す
べ
き
か
を
暗
示
し
て
ゐ
る
》
と
二
重
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化
さ
れ
た
『
諸
民
族
』
の
意
義
を
説
き
、
次
の
よ
う
に
つ
づ
け
る
。
白
人
の
領
有
下
に
幾
つ
か
の
世
代
を
経
た
い
は
ば
被
圧
迫
民
族
で
あ
る
こ
の
島
々
の
人
々
、
又
彼
等
の
上
に
君
臨
し
て
ゐ
る
白
人
た
ち
、
そ
の
間
に
伍
し
て
、
祖
国
を
遠
く
離
れ
て
活
躍
し
て
ゐ
る
私
た
ち
の
同
胞
の
男
女
、
明
る
い
赤
道
の
太
陽
の
下
に
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
ゐ
る
も
ろ
も
ろ
の
民
族
の
交
流
が
か
も
し
出
す
興
味
あ
る
世
界
を
、
私
た
ち
の
無
関
心
な
る
を
得
な
い
ま
で
に
巧
み
に
把
握
し
て
、
今
日
で
は
私
た
ち
の
身
近
な
問
題
と
な
つ
て
ゐ
る
、
さ
ら
に
明
日
は
い
つ
そ
う
眼
を
そ
む
け
て
は
居
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
も
の
を
、
如
何
に
私
た
ち
が
思
考
す
べ
き
か
―
―
と
い
ふ
切
実
な
テ
ー
ゼ
を
提
出
し
て
、
そ
の
方
法
に
示
唆
を
与
へ
て
ゐ
る
所
に
こ
の
短
篇
の
高
い
価
値
と
、
高
見
氏
の
聡
明
さ
を
見
る
べ
き
だ
と
思
ふ
。（
４４
頁
）
結
果
的
に
せ
よ
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
後
に
こ
の
よ
う
に
読
ま
れ
た
『
諸
民
族
』
と
は
、
小
説
で
あ
る
と
同
時
に
文
化
工
作
（
の
実
践
）
で
も
あ
っ
た
。
Ⅳ
本
稿
Ⅱ
・
Ⅲ
で
検
討
し
た
『
蘭
印
の
印
象
』、『
諸
民
族
』
と
そ
の
同
時
代
受
容
は
、
必
ず
し
も
時
局
迎
合
の
符
牒
で
は
な
い
。
高
見
が
蘭
印
へ
の
旅
を
望
み
、『
蘭
印
の
印
象
』、『
諸
民
族
』
を
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
書
い
た
こ
と
は
、
同
時
代
の
歴
史－
言
説
と
無
縁
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。
そ
れ
で
も
、
高
見
が
短
編－
単
行
本
の
表
題
に
掲
げ
た
「
諸
民
族
」
が
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
後
、
明
確
に
大
東
亜
共
栄
圏
内
の
南
方
諸
民
族
を
指
示
す
る
言
葉
と
化
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
次
に
引
く
原
田
禎
正
「
大
東
亜
共
栄
圏
の
諸
民
族
を
語
る
」（『
逓
信
協
会
雑
誌
』
昭
１７
・
２
）
に
明
ら
か
で
あ
る
。
多
年
東
亜
の
天
地
に
跋
扈
し
た
米
英
の
覇
権
が
地
に
堕
ち
、
そ
の
諸
民
族
が
久
し
い
桎
梏
か
ら
脱
し
、
長
年
の
塗
炭
の
苦
を
免
れ
て
、
我
が
国
の
指
導
下
に
新
し
い
東
亜
の
進
軍
を
開
始
す
る
日
も
遠
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
泰
、
比
律
賓
、
馬
来
、
仏
印
、
蘭
印
等
の
諸
民
族
が
こ
の
大
東
亜
共
栄
圏
内
の
一
員
と
し
て
将
来
如
何
な
る
発
展
過
程
を
辿
る
べ
き
か
は
、
ま
こ
と
に
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。（
５５
頁
）
自
ら
の
蘭
印
体
験
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
『
蘭
印
の
印
象
』、『
諸
民
族
』
を
書
く
と
い
う
高
見
の
文
学
者
と
し
て
の
営
為
は
、時
局
迎
合
／
便
乗
以
前
に
、
現
実
世
界－
言
説
双
方
に
お
い
て
歴
史
的
な
も
の
で
も
あ
っ
た
。
蘭
印
か
ら
帰
国
し
て
半
年
も
た
た
ぬ
う
ち
、
高
見
は
徴
用
に
よ
っ
て
再
び
南
方
・
ビ
ル
マ
へ
と
向
か
う
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
文
学
者
は
当
初
か
ら
文
化
工
作
要
員
と
し
て
徴
用
さ
れ
て
い（
９
）た。
丹
羽
文
雄
は
「
文
芸
時
評
①
三
つ
の
記
録
」（『
都
新
聞
』
昭
１７
・
３
・
１１
）
に
お
い
て
、《
今
月
に
な
つ
て
待
望
の
軍
報
道
部
員
の
手
記
が
、
方
々
の
雑
誌
に
登
場
し
た
》
こ
と
を
特
筆
し
、《
い
づ
れ
時
間
が
お
く
れ
て
発
表
さ
れ
る
手
記
で
あ
る
以
上
は
、
新
聞
や
ラ
ジ
オ
か
ら
う
け
る
感
激
感
動
を
一
応
ね
ぢ
伏
せ
て
、
時
間
を
超
越
し
て
、
私
た
ち
の
胸
に
と
び
こ
ん
で
来
る
激
越
な
も
の
を
期
待
し
た
》
と
言
明
し
、《
も
つ
と
も
私
を
喜
ば
せ
た
》
も
の
と
し
て
、
堺
誠
一
郎
「
マ
レ
ー
西
岸
部
隊
」（『
中
央
公
論
』
昭
１７
・
２
）
を
あ
げ
た
。
そ
の
後
、《「
ビ
ル
マ
遊
撃
記
」（
改
造
）
高
見
順
君
、「
南
国
の
月
」（
文
学
界
）
寺
崎
浩
君
の
も
の
》
に
論
及
す
る
丹
羽
は
、《
書
か
れ
た
文
字
に
と
け
入
る
前
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
の
も
つ
馴
染
ぶ
か
い
風
格
が
邪
魔
を
し
た
》
と
両
作
を
否
定
的
に
捉
え
、《
如
才
の
な
い
、
抜
目
の
な
い
高
見
順
君
の
身
振
り
顔
つ
き
が
彷
彿
と
し
て
戦
傷
の
生
ま
生
ま
し
さ
が
生
気
を
失
つ
た
》、《
高
見
君
は
天
凜
の
才
能
の
使
ひ
ど
こ
ろ
に
戸
惑
つ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
》（
６
面
）
と
評
さ
れ
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た
。
右
に
丹
羽
が
論
及
し
た
の
は
、
正
確
に
は
高
見
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ポ
イ
ン
ト
見
聞
記
―
―
ジ
ャ
ン
グ
ル
踏
破
の
松
井
部
隊
を
訪
ね
て
」（『
改
造
』
昭
１７
・
３
）
だ
と
思
わ
れ
る
。
同
文
に
は
、
日
比
野
士
朗
も
「
報
道
と
文
学
文
芸
時
評
」（『
文
芸
』
昭
１７
・
４
）
で
次
の
よ
う
に
論
及
し
た
。
正
直
に
言
つ
て
、
平
素
の
氏
の
才
筆
に
馴
れ
た
目
で
こ
れ
を
読
む
と
、
些
か
生
彩
に
欠
き
、
読
者
も
ま
ご
つ
く
が
、
高
見
氏
自
身
も
途
惑
ひ
し
て
ゐ
る
こ
と
が
わ
か
る
。〔
略
〕
も
う
少
し
長
い
目
で
見
れ
ば
、
自
然
と
新
し
い
高
見
文
学
が
私
た
ち
の
前
に
展
開
さ
れ
る
に
ち
が
ひ
な
い
。
そ
れ
が
楽
し
み
で
あ
る
。（
８２
頁
）
し
て
み
れ
ば
、蘭
印
を
経
験
し
た
高
見
で
は
あ
る
が
、ビ
ル
マ
で
の
見
聞
・
体
験
を
、
ま
だ
文
学
者
と
し
て
血
肉
化
で
き
て
い
な
い
と
映
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
丹
羽
や
日
比
野
に
は
、
そ
の
よ
う
な
作
家
主
体
と
モ
チ
ー
フ
と
の
間
が
、
高
見
の
戸
惑
い
に
み
え
て
い
た
の
だ
。
逆
に
い
え
ば
、
こ
の
課
題
が
ク
リ
ア
さ
れ
れ
ば
、
日
比
野
の
期
待
通
り
《
新
し
い
高
見
文
学
》
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
。
事
実
、
高
見
は
ビ
ル
マ
か
ら
の
帰
還
後
少
し
時
間
が
た
っ
て
か
ら
発
表
し
た
小
説
「
帰
つ
て
の
独
白
」（『
改
造
』
昭
１８
・
３
）、「
ノ
ー
カ
ナ
の
こ
と
」（『
日
本
評
論
』
昭
１８
・
６
）
に
よ
っ
て
、
次
第
に
そ
の
評
価
を
好
転
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
成
功
す
る
。
注
（
１
）
小
野
芙
紗
子
編
「
年
譜
」（『
高
見
順
全
集
別
巻
』
勁
草
書
房
、
昭
５２
）、
６８６
〜
６８７
頁
。
（
２
）
梅
本
宣
之
「
高
見
順
に
お
け
る
南
方
行
の
意
味
」（『
高
見
順
研
究
』
和
泉
書
院
、
平
１４
）、
木
村
一
信
「
高
見
順
〈
南
洋
行
〉
序
説
」（『
昭
和
作
家
の
〈
南
洋
行
〉』
世
界
思
想
社
、
平
１６
）、
木
村
一
信
「
高
見
順
「
あ
る
晴
れ
た
日
に
」
論
―
―
バ
リ
島
体
験
の
意
味
」（
同
前
）、
平
野
謙
ほ
か
編
『
現
代
日
本
文
学
論
争
史
下
巻
』（
未
来
社
、
昭
３２
）
ほ
か
参
照
。
（
３
）
河
田
和
子
「
高
見
順
の
南
方
行
と
《
文
学
非
力
説
》」（『
比
較
社
会
文
化
研
究
』
平
１０
・
２
）、
１３
頁
。
（
４
）
後
藤
乾
一
「
海
軍
南
進
論
と
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
問
題
」」（『
昭
和
期
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
』
勁
草
書
房
、
昭
６１
）、
２７
頁
。
（
５
）
単
行
本
収
録
の
際
、
引
用
箇
所
の
「
土
民
」
は
「
住
民
た
ち
」
に
、「
白
人
」
は
「
欧
洲
人
」
に
改
め
ら
れ
る
。
（
６
）
単
行
本
収
録
の
際
、
引
用
箇
所
の
「
土
民
」
は
「
彼
等
」
に
、「
白
人
」
は
「
欧
洲
人
」
に
改
め
ら
れ
る
。
（
７
）
高
見
「
文
学
非
力
説
」
の
同
時
代
受
容
に
関
し
て
は
、
拙
論
「
同
時
代
の
な
か
の
「
文
学
非
力
説
」
論
議
」（『
国
語
国
文
』
平
３０
・
１０
）
参
照
。
（
８
）
拙
論
「
従
軍
ペ
ン
部
隊
言
説
と
尾
崎
士
郎
「
あ
る
従
軍
部
隊
」
―
―
文
学
（
者
）
の
役
割
」（『
日
中
戦
争
開
戦
後
の
文
学
場
報
告
／
芸
術
／
戦
場
』
神
奈
川
大
学
出
版
会
、
平
３０
）
参
照
。
（
９
）
こ
の
時
期
の
文
学
場
に
関
し
て
は
、
拙
論
「
マ
レ
ー
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
攻
略
作
戦
を
め
ぐ
る
報
道
文
」（『
太
平
洋
戦
争
開
戦
後
の
文
学
場
思
想
戦
／
社
会
性
／
大
東
亜
共
栄
圏
』
神
奈
川
大
学
出
版
会
、
令
２
）
参
照
。
（
１０
）
拙
論
「
帰
還
す
る
南
方
徴
用
作
家
・
序
説
―
―
尾
崎
士
郎
「
朝
暮
兵
」・
火
野
葦
平
「
敵
将
軍
」」（『
人
文
学
研
究
所
報
』
令
２
・
９
）
参
照
。
※
本
研
究
はJSPS
科
研
費JP20K
00323
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
（
ま
つ
も
と
か
つ
や
神
奈
川
大
学
国
際
日
本
学
部
教
授
）
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